
H30年度
(基準年度）

R6年度
目標値(Ｂ)

R2年度
実績見込(Ａ)

R2進捗度
Ａ／Ｂ

進捗状況の説明 所管課 備考

1 婚活支援応援企業・団体数（累計） 298団体 460団体 375団体 81.5%
　企業・団体への積極的な働きかけや、企業・団体と
連携した交流会の開催など「マリッサとくしま」の周知
に取り組んだ。

次世代育成・青少年課

2
結婚支援拠点に登録する男女の出逢いの場等
におけるカップル成立数（累計）

755組 2,600組 1,353組 52.0%
　会員ニーズの高い個別相談会の充実や縁むすび
サポーターによる支援など「マリッサとくしま」のきめ
細やかな取組が、カップル成立につながった。

次世代育成・青少年課

3 妊産婦*・周産期*・新生児*・乳児死亡率*

妊産婦　0.0
（出産10万対）

周産期　3.6
（出産千対）
新生児　1.2

（出産千対）
乳　児　2.0

（出産千対）
※H30数値

減少

妊産婦　0.0
（出産10万対）
周産期　4.2
（出産千対）
新生児　0.9
（出産千対）
乳　児　2.4
（出産千対）
※R元数値

－
　新生児死亡率は減少しており、周産期死亡率、乳
児死亡率は増加しているものの、実数で１人増である
ことから、それぞれ、引き続き取組みを推進する。

健康づくり課
厚生労働省・
人口動態統計
による

4 ３歳児健康診査受診率
95.8%

※H29数値
　    向上

97.2%
※H30数値

－ 　更なる向上を目指し、引き続き取組みを推進する。 健康づくり課

5 妊婦喫煙率（妊娠届出時）
3.0%

※H29数値
0%

2.3%
※H30数値

－
　目標値の達成を目指し、引き続き取組みを推進す
る。

健康づくり課

6
産前・産後の妊産婦の不安感解消を図る「交
流イベント」の参加組数（累計）

480組 1,800組 886組 49.2%

　今年度は新型コロナウイルス感染症感染拡大のた
め一部のイベントを中止した影響により、参加組数が
63組にとどまった。来年度以降はオンラインを含めた
イベント内容を検討し、引き続き取組みを推進する。

次世代育成・青少年課

１　若者の自立への支援

重点目標

１　結婚の希望をかなえる支援の展開

２　妊娠・出産・乳幼児支援の充実

「第２期徳島はぐくみプラン（後期計画）」の進捗状況について

Ⅰ 結婚、妊娠・出産、子育ての希望がかなう環境づくり

と資料１
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H30年度
(基準年度）

R6年度
目標値(Ｂ)

R2年度
実績見込(Ａ)

R2進捗度
Ａ／Ｂ

進捗状況の説明 所管課 備考

7 とくしま在宅育児応援クーポンの利用率 － 75.0% 53.2% 70.9%

　今年度は、事業実施市町に対する子育て支援サー
ビス事業者マッチング事業を実施し、クーポン対象と
なる子育て支援サービスの拡充を図った。来年度以
降においても、更なる使用増を目指し、引き続き取組
みを推進する。

次世代育成・青少年課
令和3年2月末
現在

8 保育所待機児童数 33人 0人 61人 －

　保育所、認定こども園の整備等により受け入れ枠
の拡大につながる定員増を図ってきたものの、申込
者数が増加したことにより、待機児童数は減少したも
のの解消には至らなかった。引き続き、待機児童解
消に向けた取組みを推進する。

次世代育成・青少年課
H30:33人
R1:73人
R2:61人

9 認定こども園の設置数 54か所 89か所 70か所 78.7%
　計画どおり順調に進捗している。
　（R元:７か所増、R2:９か所増）

次世代育成・青少年課

10 放課後児童クラブの登録児童数 8,100人 9,100人 8,162人 89.7% 　引き続き、市町村における取組みを支援していく。 次世代育成・青少年課

11
徳島県ひとり親家庭等自立促進計画の推進・
見直し等

推進 推進 推進 －
　令和元年度改定計画に基づき、引き続き、ひとり親
家庭等に対して自立の促進に向けた総合的な施策
の推進に取り組む。

次世代育成・青少年課
こども未来応援室

３　多様な子育て支援の展開

４　ひとり親家庭の自立の支援

重点目標



H30年度
(基準年度）

R6年度
目標値(Ｂ)

R2年度
実績見込(Ａ)

R2進捗度
Ａ／Ｂ

進捗状況の説明 所管課 備考

12 「はぐくみ支援企業」認証件数（累計） 254件 390件 310件 79.5% 　引き続き、取組みを推進する。 労働雇用戦略課

13 「はぐくみ支援企業表彰件数」（累計） 96件 110件 102件 92.7% 　引き続き、取組みを推進する。 労働雇用戦略課

14
夜間・休日労働相談受付件数
（H25年度からの累計）

10,365件 20,500件 14,300件 69.8% 　引き続き、取組みを推進する。 労働雇用戦略課

15
「フレアキャンパス」受講による実践的活動
への参加意欲向上度

－ 80％以上 82.0% 100.0%

　オンラインでの実施をはじめ新型コロナウイルス感
染症防止対策を徹底の上、講座を実施。受講後のア
ンケートにおいて、「講座を受けて実践したいと思いま
したか」との質問に、「すぐ実践する」「いずれ実践す
る」と回答した方が82.0％（R2.12末現在）となり、実践
的活動への参加意欲向上に繋がっている。

男女参画・人権課

16
女性農業リーダー（指導・青年農業士、農業
委員、JA役員等）の割合

12.7% 22.5%
令和３年５月頃

実績判明
－

　女性農業者のさらなる資質向上や活動の充実を支
援するとともに、女性の視点を活かした「地域活性
化」や６次産業化など「新しいビジネスチャレンジ」を
支援し、女性リーダ育成を図った。

農林水産総合技術支援セ
ンター経営推進課

17
「Ｇｏ！Ｇｏ！くっつき隊応援事業」県内協
賛店舗数

1,121件 1,300件 1,146件 88.2%
　新規協賛店舗の獲得を推進するとともに、協賛店
舗の閉店や移転等の実態に応じた店舗数へ情報の
更新を進めている。

次世代育成・青少年課

18 「保育助手」雇用施設数（累計） － 70施設 7施設 10.0%

　アクティブ・シニアの保育現場での就業を支援する
ことで、保育士の負担軽減や保育の質の向上が図ら
れた。引き続き、市町村と連携しながら取組みを推進
する。

次世代育成・青少年課

重点目標

１　仕事と子育てを両立できる環境づくり

２　女性の社会活躍と男性の育児参画の推進

３　地域社会による子育て支援

Ⅱ あらゆる主体が協働して子どもを育む社会づくり
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H30年度
(基準年度）

R6年度
目標値(Ｂ)

R2年度
実績見込(Ａ)

R2進捗度
Ａ／Ｂ

進捗状況の説明 所管課 備考

19 チャイルドシートの使用率の向上 67.0% 80.0% － － 　新型コロナウイルス感染症対策のため中止。 交通企画課

20 安心メール登録者数 23,784人 30,000人 25,053人 83.5%

　関係機関・団体と連携して、小学生の保護者を始め
広く県民に安心メール広報用チラシ等を配布し、令和
３年１月末現在、平成30年度末に比べ約1,300人登録
者が増加している。

生活安全企画課

21 事故危険箇所における安全対策の実施 14箇所
24箇所

※～R2年度
24箇所 100.0%

　R２年度に３箇所が完了し、全２４箇所の実施目標を
達成する見込み。

道路整備課

22 ノンステップバス（路線バス）の割合 69.0% 79.0% 76.0% 96.2% 　引き続きノンステップバスの導入促進に取り組む。 次世代交通課

23
放課後や週末等における教育・体験活動の実
施率

91.5% 100.0% 99.3% 99.3% 　引き続き、目標達成に向け取り組む。 生涯学習課

24 とくしま安心子育てサポーター養成数 101人 210人 129人 61.4%

　今年度は新型コロナウイルス感染防止対策のため
規模を縮小して講座を開催し、13人のサポーターを
養成した。引き続き、目標達成に向け取組みを推進
する。

次世代育成・青少年課

25
既存の「道の駅」における子育て応援箇所数
（累計）

－
10箇所

※～R4年度
5箇所 50.0%

　R元年度の３箇所に引き続き、R２年度は、道の駅
「どなり」、「藍ランドうだつ」で実施。

道路整備課

４　安全・安心で快適なまちづくりの推進

重点目標



H30年度
(基準年度）

R6年度
目標値(Ｂ)

R2年度
実績見込(Ａ)

R2進捗度
Ａ／Ｂ

進捗状況の説明 所管課 備考

26 徳島県内「科学技術」関連イベント数 310回 350回 315回 90.0%
　新型コロナウイルス感染症の影響により、オンライ
ンによる開催等、引き続き取組みを推進する。

総合政策課

27 赤ちゃん授業実施学校数（累計） 25校 49校 29校 59.2%

　今年度は新型コロナウイルスの感染拡大を受け、
児童生徒の安全を考慮し授業を中止した。来年度以
降は、オンラインを活用した授業の実施により、引き
続き取組みを推進する。

次世代育成・青少年課

28
地域若者サポートステーションにおける新規
登録者に対する進路決定率

61.8% 62.0% 75.0% 121.0% 　引き続き、取組みを推進する。 労働雇用戦略課
令和3年1月末
現在

29 農林水産業リカレント教育修了者数（累計） 304人 1,690人
令和３年５月頃

実績判明
－

　「施設園芸アカデミー」を新たに開講するなど、受講
者ニーズにあった、魅力ある講座を展開して多くの方
に学んでいただく環境整備やスマート化技術等の最
先端技術に対応できる人材の育成を図った。

農林水産総合技術支援セ
ンター経営推進課

30 スクールソーシャルワーカーの配置数 23人 26人 25人 96.2%
　引き続き、学校における教育相談体制の充実を図
るため、スクールソーシャルワーカーの配置を促進す
る。

人権教育課

31
家や図書館で１日１０分以上本を読む児童生
徒の割合

 90.1％(小５)
80.2％(中２)

94％(小５)
89％(中２)

 90.0％(小５)
81.0％(中２)
（※R元年度）

96.7％
(小５)
91.0％
(中２)

　読書の生活化プロジェクトⅤにおいて、｢おすすめ
本｣や｢気になる新聞記事｣について語り合う活動を通
して、目標値に近づきつつあるので、引き続き目標達
成に向け取組みを推進する。
　※R2年度の数値は、今年度3月末に判明予定

学校教育課

32
高校生を対象とした読み聞かせ講習会等への
参加者数

94人 100人 93人 93.0%
　今年度はコロナウイルス感染症拡大防止のため、
規模を縮小して実施した。
　引き続き、目標達成に向け取り組む。

生涯学習課

33 食育に関心を持っている人の割合 83.7% 95.0% 86.8% 91.4% 　目標値の達成を目指し、引き続き取組を推進する。 もうかるブランド推進課

34 徳島県食育推進計画※の推進 推進 推進 推進 －

　関係機関・民間団体等と連携しながら，食育の推進
に向けた総合的な施策を推進した。
・エシカル消費についての理解を深めた食育啓発イ
ベント「オーガニックエコフェスタ2021「食育の日」」の
実施。
・「野菜たっぷり料理レシピコンクール」の実施，レシピ
集の作成・配布。
・徳島県食育推進計画（第４次）をR3.3策定予定

もうかるブランド推進課

１　子ども・若者の健全育成の推進

 ２　結婚，妊娠・出産，子育ての支援

重点目標

Ⅲ 子どもや若者が幸せを実感し、住みたいと思う地域づくり
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H30年度
(基準年度）

R6年度
目標値(Ｂ)

R2年度
実績見込(Ａ)

R2進捗度
Ａ／Ｂ

進捗状況の説明 所管課 備考

35 農林水産業新規就業者数（累計） 1,047人 2,640人
令和３年５月頃

実績判明
－

　関係機関が一丸となった、農業・林業・漁業の各ア
カデミーにおける実践的研修や実施する就業後の
フォローアップを通じ、次代の農林水産業を担う担い
手の育成・確保を図った。

農林水産総合技術支援セ
ンター経営推進課

36
高校におけるインターンシップの実施率（全
日制・定時制）

100.0% 100.0% 50.0% 50.0%
　各高校の教育目標及び生徒の実態に応じ、企業等
と連携してインターンシップを実施した。
　※R2年度の数値は、今年度3月末に判明予定

学校教育課

３　困難な環境に置かれた子ども・若者への支援

再
掲

スクールソーシャルワーカーの配置数
（再掲）

23人 26人 25人 96.2%
　引き続き、学校における教育相談体制の充実を図
るため、スクールソーシャルワーカーの配置を促進す
る。

人権教育課

37 ホームフレンドの派遣回数（年間） 55回 100回 60回 60.0%
　新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら派遣
調整したことにより、目標の達成には至らなかったも
の。引き続き、取組みを推進する。

次世代育成・青少年課
こども未来応援室

38
「徳島県発達障がい者総合支援センター」に
おける関係機関への助言件数（年間）

63件 70件 40件 57.1%

　地域の支援機能強化に取り組んだ結果、関係機関
の対応力が向上したこと、新型コロナウイルス感染症
の影響により直接現場での助言を求められる機会が
減少したこと等により、進捗度が下がったもの。
　引き続き、取組みを推進する。

発達障がい者総合支援セ
ンター

39
「徳島県発達障がい者総合支援センター」に
おける外部機関や地域住民への研修、啓発数
（年間）

97件 120件 75件 62.5%
　新型コロナウイルス感染症の影響により、研修・啓
発の機会が減少したため、進捗度が下がったもの。
　引き続き、取組みを推進する。

発達障がい者総合支援セ
ンター

40
「ポジティブな行動支援」に取り組んだ園・
学校の割合（累計）

20.2% 100.0% 67.0% 67.0%

　計画どおり順調に進捗している。
　引き続き、研修等を通して、ポジティブな行動支援
の考え方の浸透を図り、実践に取り組む園・学校を拡
大していく。

特別支援教育課

４　特別な配慮を必要とする子どもへの支援

重点目標

２　若者の経済的自立への支援


